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成果の概要／藤田正勝 
 
 私どもは今回、京都大学教育研究振興財団の研究成果物刊行助成事業の支援を受けて、

京都大学学術出版会より、『『善の研究』の百年――世界へ／世界から』を出版すること

ができました。 
 文学研究科・文学部では例年、研究の水準を高めるとともに、その成果を一般市民の

皆さんにも知っていただき、大学と社会との交流をいっそう深いものにすることをめざ

して、公開講演やシンポジウムなどを開いてきました。昨年１２月には、ちょうど西田

幾多郎博士の『善の研究』が１９１１（明治４４）年に刊行されてから百年を迎えるこ

とを記念して、国内だけでなく、アメリカ、イタリア、台湾、韓国、香港から日本哲学

の研究者を招いて、「『善の研究』刊行百周年記念国際シンポジウム」を開催いたしまし

た。 
 このシンポジウムには、哲学、あるいは日本哲学の研究者、大学院生、学生だけでな

く、広く一般の方々も多数参加してくださいました。二日間とも八時間以上にわたりま

したが、両日とも、予想をはるかに超え、それぞれ二百名以上の方の出席があり、熱気

あふれるシンポジウムになりました。 
 本書は、その成果をシンポジウムの参加者だけでなく、日本や海外の哲学研究者に、

また広く一般の方々に知ってもらいたいという意図から計画したものです。また、その

成果を公にすることによって、より広く京都大学の活動についての理解を深めていただ

けるのではないかと考えた次第です。 
 
  『善の研究』は、明治のはじめから４０年余にわたる西洋哲学の受容の期間を経て、

日本において哲学という学問が自立した歩みを始めたことを示す記念碑的な著作です。

しかし単に歴史的な価値を有するだけではありません。西洋哲学との徹底した対決から

生みだされたその思索は現在でも決してその意義を失っていません。実際、それをめぐ

って国内だけでなく、海外でも近年多くの翻訳や論文、研究書が発表されています。 
 『善の研究』に対して、そのように外から多くの目が注がれているのは、この著作が、

一方で西洋の哲学を正面から受けとめるとともに、他方、東洋の思想的な伝統を踏まえ、

いわば東洋と西洋とのはざまに立って、哲学の世界に、それまでにない新しい眺望を切

り開いていったことが深く関わっていると思います。そこから、哲学の問題を新たに考

えなおすための手がかりを得ることができるのではないか、そのような期待から、西田

哲学への関心が大きな広がりを見せているように思います。 
 私たちが本書を通して意図したのは、西田幾多郎の哲学、日本の哲学を広く世界に紹

介したいという｢世界へ｣という視点と、諸外国の研究者に西田の哲学がどのように見え

ているか、どこにその意義が見てとられ、またどのようにそれが批判されているのかと

いう｢世界から｣という視点、この二つの視点を重ねあわせることでした。そのなかで『善

の研究』の特質、それが果たした役割、それが有する可能性について改めて考えてみた

いと考えたわけです。 
 そのような意図のもとで、本書を、第１部「『善の研究』とはどういう書物か」、第２



部「『善の研究』と自由・悪・神の問題」、第３部「西田哲学との対話」、第４部「『善の

研究』はどのような意味をもったか、どのような意味をもつか」、そして韓国・江原大学

の李光来教授の「西洋哲学と東洋哲学との対話」と題した特別寄稿によって構成しまし

た。 
 本書を通して気づいたことの一つは、韓国や台湾、香港など、東アジアの研究者から、

西田哲学や日本の哲学に対して熱い視線が向けられていることです。西洋近代とそれぞ

れの伝統とのはざまで新たな思索を生み出していきたいという意欲がその根底にあるよ

うに思います。これまで東アジアの哲学者相互のあいだでは、必ずしも十分な対話がな

されてきませんでした。それが、相互の学問的営為についての、ひいては相互の文化に

ついての理解を阻んできたように思います。そういう状況を脱して、相互認識と相互理

解をいっそう推し進めるための場を本書を通して提供できたことは大きな喜びです。 
 これまでも京都大学が日本哲学の研究において、また日本哲学研究者のネットワーク

構築において中心的役割を果たすことが期待されてきましたが、本書の刊行を通してそ

の確実な基礎が形成されたのではないかと考えています。 


